
★
長
期
金
利
の
上
昇
と
日
本
経
済
の
行
方 

昨
今
、
金
利
上
昇
圧
力
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
以
上
、
「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」
を
続
け
る
の
は
困
難

な
環
境
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
金
融
政
策
は
、
舵
取

り
が
と
て
も
難
し
い
と
い
う
見
方
が
大
勢
で
す
。
し
か
し

「
皆
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
間
違
う
」
の
が
世
の
常
で
す
。

私
は
一
般
の
見
方
と
は
違
う
展
開
も
あ
り
得
る
の
で
は

と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
日
本
政
府
の
借
金
が
膨
ら
ん
だ
背
景
に
つ

い
て
、
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
バ

ブ
ル
崩
壊
と
、
そ
の
後
の
デ
フ
レ
経
済
の
継
続
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
バ
ブ
ル
崩
壊
で
、
企
業
も
個
人
も
、
持
っ
て
い

る
株
式
や
不
動
産
の
価
値
が
暴
落
し
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
借
金
の
価
値
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
の
で
、
稼
い
だ
分

の
お
金
は
せ
っ
せ
と
借
金
返
済
に
回
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
経
済
全
体
で
は
膨
大
な
信
用
収
縮
が
起
こ
り
、
経
済
成

長
ど
こ
ろ
か
、
縮
小
す
る
流
れ
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

橋
本
政
権
以
降
、
財
政
支

出
の
削
減
と
消
費
税
増

税
を
行
い
、
た
だ
で
さ
え

冷
え
込
ん
で
い
た
需
要

を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
、
日

本
は
デ
フ
レ
ス
パ
イ
ラ

ル
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま

す
。 ま

た
、
過
去
３
０
年
は

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
拡
大
し
た
時
期
で

し
た
。
そ
の
本
質
は
、
そ

れ
ま
で
東
（
社
会
主
義
国
）

と
西
（
資
本
主
義
国
）
に
分
か
れ
て
い
た
経
済
の
間
の
壁

が
無
く
な
り
、
西
側
の
経
済
圏
に
い
た
約
１
１
億
人
の
労

働
市
場
に
、
遥
か
に
賃
金
の
安
い
東
側
に
い
た
約
３
０
億

人
が
参
入
し
て
き
た
こ
と
で
、
中
国
を
中
心
に
発
展
途
上

国
に
世
界
か
ら
の
投
資
が
集
中
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
西

側
の
先
進
諸
国
で
は
失
業
者
が
増
大
、
賃
金
が
伸
び
悩
む

と
と
も
に
、
非
正
規
雇
用
が
激
増
し
ま
す
。
ま
た
、
安
い

労
働
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
商
品
が
世
界
に
あ
ふ
れ
、
先

進
国
の
消
費
財
の
価
格
は
下
落
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
長
期
の
デ
フ
レ
は
、
日
本
円
の
価
値
を
上
昇
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
、
安
倍
第
二
次
政
権
が

始
ま
る
こ
ろ
に
は
円
は
ド
ル
に
対
し
て
７
０
円
台
に
突

入
。
日
本
は
競
争
力
を
失
い
、
日
本
企
業
も
中
国
は
じ
め
、

国
外
へ
の
製
造
拠
点
の
移
転
を
ま
す
ま
す
加
速
さ
せ
ま

し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
政
府
の
財
政
が
悪
化
し
て

来
た
背
景
に
「
デ
フ
レ
」
「
人
員
余
剰
」
「
円
高
」
が
あ

っ
た
の
で
す
。 

 

さ
て
昨
今
、
過
去
と
大
き
く
違
う
状
況
が
、
日
本
に
現

れ
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
イ
ン
フ
レ
」「
人
手
不
足
」
、

そ
し
て
「
円
安
」
で
す
。
そ
う
で
す
、
財
政
悪
化
が
拡
大

し
て
き
た
時
と
は
真
逆
の
環
境
な
の
で
す
。 

日
本
の
競
争
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
円
高
を
是
正
す

る
目
的
で
行
わ
れ
た
の
が
、
黒
田
前
日
銀
総
裁
に
よ
る
異

次
元
金
融
緩
和
の
本
当
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
結
果
、
異
次
元
金
融
緩
和
の
継
続
に
よ
り

日
本
円
の
価
値
は
薄
ま
っ
た
こ
と
と
、
昨
年
来
の
日
米
の

金
利
格
差
の
拡
大
で
、
為
替
は
大
幅
な
円
安
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
日
本
は
、
長
期
に
わ
た
る
異
次
元
の
金
融
緩
和

で
も
た
ら
さ
れ
た
超
円
安
に
よ
っ
て
、
日
本
企
業
の
競
争

力
が
向
上
す
る
と
同
時
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
も
増
大

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
政
学
リ
ス
ク
か
ら
、
国
際
的

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
機
能
し
な
い
可
能
性
も
あ
り
、

国
内
へ
の
投
資
意
欲
は
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
想
像
を
絶
す
る
人
手
不
足
か
ら
、
企
業
は
賃
上

げ
は
も
ち
ろ
ん
、
一
人
当
た
り
の
資
本
装
備
を
充
実
さ
せ
、

真
剣
に
生
産
性
を
上
げ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
リ
ス
ク
を
と
っ
て
積
極
的
な
設
備
投
資
を
国
内

で
行
う
こ
と
が
、
不
可
欠
な
時
代
に
な
る
の
で
す
。 

つ
ま
り
、
民
間
企
業
の
借
入
増
大
（
信
用
創
造
）
と
設

備
投
資
の
進
展
に
よ
り
経
済
成
長
が
加
速
。
イ
ン
フ
レ
ト

レ
ン
ド
も
続
き
、
税
収
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
政
府
の
借
入
金
利
が
イ
ン
フ
レ
率
よ
り
も
大
幅
に
低

い
た
め
、
国
の
借
金
も
目
減
り
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
長
期
的
に
考
え
る
と
、
潤
沢
に
あ
る
預
貯
金
が
投
資

資
金
と
し
て
国
内
に
循
環
す
る
と
同
時
に
、
民
間
の
借
り

入
れ
も
増
大
し
て
信
用
創
造
が
起
こ
り
、
経
済
成
長
が
軌

道
に
乗
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
異
次
元
金
融
緩
和
も
是
正

さ
れ
、
税
収
増
に
よ
り
政
府
の
債
務
も
縮
小
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
バ
ラ
色
の
シ
ナ
リ
オ
も
考
え
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

た
だ
今
の
と
こ
ろ
、
誰
も
そ
の
よ
う
な
明
る
い
未
来
を

語
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。
果
た
し
て
２
０
年
後
、
３
０
年

後
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。 
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Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
の 

マ
ー
ケ
ッ
ト
・ス
ト
ラ
テ
ジ
ー 

 

７
月
に
発
表
さ
れ
た
６
月
の
米
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率 

（
前
年
比
＋
２
．
４
％
）
、
小
売
売
上
高
（
前
月
比
＋

０
．
２
％
）
、
消
費
者
物
価
指
数
（
前
年
比
＋
３
％
）
、

雇
用
統
計
な
ど
の
指
標
は
、
米
国
の
イ
ン
フ
レ
が
引
き

続
き
減
速
傾
向
に
変
わ
り
な
い
も
の
の
内
需
は
底
堅
い

こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
金
融
市
場
は
こ
れ
を
好
感
し
、

投
資
家
が
楽
観
的
な
見
通
し
を
強
め
る
中
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

世
界
株
価
指
数
は
前
月
に
比
べ
約
３
．
５
％
上
昇
し
ま

し
た
。 

直
近
の
経
済
指
標
を
背
景
に
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
期
待
が
高
ま
る
中
、
理
論
的
に
は
中
央
銀
行
の
利
上
げ

政
策
に
対
す
る
予
測
が
明
確
に
な
る
は
ず
で
す
。
今
後
お

そ
ら
く
中
央
銀
行
は
、
イ
ン
フ
レ
を
確
実
に
退
治
す
る
た

め
に
さ
ら
な
る
利
上
げ

を
行
っ
た
後
に
金
融
政

策
緩
和
に
転
じ
る
で
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
環

境
に
お
い
て
、
為
替
に

対
す
る
金
利
の
影
響
は

今
後
、
以
前
よ
り
も
弱

ま
る
と
考
え
ま
す
。
米

ド
ル
は
２
０
２
１
年
に

前
年
比
＋
６
．
３
％
、 

 

 

２
０
２
２
年
に
同
＋
８
％
と
上
昇
し
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
の
ド
ル
指
数
が
安
定
し
て
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
為
替
と
金
利
の
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
ド
ル
指
数
の
安
定
及
び
調
整
が
継
続
す

る
場
合
、
新
興
国
市
場
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
、

注
視
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
エ
マ
ー
ジ
ン
グ
指

数
は
２
０
２
０
年
以
降
著
し
い
下
落
基
調
が
続
い
て
き

ま
し
た
が
（
２
０
２
１
年
は
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
４
．
５
％
、

２
０
２
２
年
は
同
マ
イ
ナ
ス
２
２
．
４
％
）
、
米
ド
ル
の

調
整
に
伴
い
恩
恵
を
受
け
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
中
国

で
は 

７
月
に
中
央
政
治
局
会
議
が
開
か
れ
、
マ
ク
ロ
経

済
政
策
を
強
化
し
、
内
需
拡
大
に
注
力
す
る
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
声
明
は
中
国
株
式
上
昇
の
き
っ

か
け
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
幅
広
く
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
エ

マ
ー
ジ
ン
グ
市
場
も
押
し
上
げ
る
可
能
性
が
あ
る
で
し

ょ
う
。 

さ
て
、
８
月
１
日
に
フ
ィ
ッ
チ
は
米
国
債
格
付
け
を

「
Ａ
Ａ
Ａ
」
か
ら
「
Ａ
Ａ
＋
」
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。
主

な
理
由
は
政
府
債
務
残
高
が
依
然
と
し
て
増
加
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
発
表
後
か
ら
米
国
１
０
年
債
利
回
り
が

４
％
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
す
が
、
他
の
格
付

け
会
社
が
追
随
し
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
市
場
の
反
応
は

一
時
的
で
あ
り
、
中
期
的
に
は
比
較
的
落
ち
着
い
た
状
態

に
な
る
で
し
ょ
う
。
金
利
の
上
昇
圧
力
に
寄
与
し
て
い
る

の
は
む
し
ろ
、
予
想
以
上
に
好
調
な
米
国
経
済
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
日
銀
は
７
月
２
８
日
に
、
イ
ー
ル
ド
カ
ー 

ブ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
運
用
見
直
し
な
ど
、
方
針
の
修
正

を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
１
０
年
国
債

利
回
り
は
２
０
ベ
ー
シ
ス
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
２
０
１
４

年
半
ば
以
来
の
高
水
準
に
達
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本

円
に
関
し
て
は
、
前
述
の
米
ド
ル
及
び
金
利
の
動
向
や
日

銀
の
発
表
に
反
し
、
円
買
い
の
勢
い
は
限
定
的
で
、
反
発

の
後
に
発
表
前
の
水
準
ま
で
下
落
し
ま
し
た
。 

市
場
に
お
け
る
様
々
な
好
材
料
の
余
波
は
収
ま
り
、
今

後
は
夏
休
暇
を
利
用
し
て
調
整
が
続
く
で
し
ょ
う
。
多
く

の
テ
ク
ニ
カ
ル
指
標
が
、
主

要
株
式
市
場
の
買
わ
れ
す

ぎ
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と

を
鑑
み
、
ク
ロ
ー
バ
ー
で
は

調
整
が
実
際
に
起
こ
る
よ

う
で
あ
れ
ば
そ
れ
を
好
機

と
捉
え
、
世
界
株
式
か
ら
新

興
国
株
式
に
リ
バ
ラ
ン
ス

を
行
う
な
ど
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
資
産
再
配
分
を
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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★
奈
良
公
園
の
鹿
も
国
際
分
散
が
必
要
！ 

「
奈
良
の
鹿 

第
一
言
語
は 

中
国
語
」
、
こ
れ
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
前
に
、
奈
良
公
園
で
作
っ
た
川
柳
で
す
。 

奈
良
公
園
の
鹿
た
ち
は
、
鹿
せ
ん
べ
い
を
た
く
さ
ん
貰
う

た
め
に
は
、
中
国
語
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
鹿
慣
れ
し
て
い
る
日
本
人
よ
り
、
鹿
に
せ
ん
べ
い
を
与

え
る
の
は
、
中
国
語
を
話
す
観
光
客
が
多
か
っ
た
の
で
す
。 

８
月
初
め
久
し
ぶ
り
に
奈
良
公
園
に
行
き
ま
し
た
。
猛
暑

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
国
人
観
光
客
は
結
構
多
く
、
中
国

語
も
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。 

で
も
、
以
前
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
観
光
客
が
中
国
語
を
話

す
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
現

在
、
中
国
は
、
日
本
へ
の
団
体
旅
行
を
認
め
て
い
な
い
の
で
、

中
国
人
観
光
客
が
急
激
に
増
え
る
こ
と
も
な
い
よ
う
で
す
。  

そ
こ
で
、
奈
良
公
園
の
鹿
た
ち
は
、
せ
ん
べ
い
を
確
実
に

貰
い
続
け
る
た
め
に
、
言
語
の
国
際
分
散
が
必
要
に
な
っ
た

と
い
う
わ
け
で
す
。 

人
間
の
世
界
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
日
本
で
は
緊
急
事
態
宣
言
）
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
世
界
的
イ
ン
フ
レ
と
各

国
中
央
銀
行
に
よ
る
金
利
引
き
上
げ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
始
め
た
令
和
２
年
１
月
か
ら
現
在
ま
で
に
、

そ
れ
ま
で
想
定
も
し
て
い
な
か
っ
た
事
象
が
起
き
、
世
界
の

状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
日
本
で
も
長
年
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
イ
ン
フ
レ
に
移

行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
各
国
政
府
が
大
幅
に
財
政
支
出

を
増
や
し
た
こ
と
も
あ
り
、
金
融
資
産
価
格
は
大
き
く
変

動
し
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
は
順
調
で
す
。
実
際
、
私
が
投

資
の
目
安
と
し
て
い
る
二
つ
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
（
上
場
投
資
信
託
）
は
、

こ
の
３
年
７
か
月
間
に
、
日
経
２
２
５
は
４
０
％
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
コ

ク
サ
イ
（
日
本
を
除
く
先
進
国
株
式
に
投
資
）は
７
１
％
と
、

と
も
に
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
コ
ロ
ナ
は
、
ほ
ぼ
収
束
し
ま
し
た
が
、
な
お
先
行
き

の
見
え
な
い
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
米
中
対
立
の
激

化
、
台
湾
有
事
懸
念
な
ど
多
く
の
リ
ス
ク
要
因
が
あ
り
、
そ

れ
ら
は
、
日
本
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

一
方
で
、
日
本
の
イ
ン
フ
レ
傾
向
が
今
後
も
続
く
と
す
れ

ば
、
低
金
利
の
預
金
だ
け
で
は
将
来
的
な
資
産
保
全
に
対

応
し
き
れ
ま
せ
ん
。 

従
っ
て
、
リ
ス
ク
要
因
は
数
多
く
あ
る
も
の
の
、
今
後
の

資
産
運
用
も
、
適
切
な
資
産
配
分
に
よ
り
リ
ス
ク
を
抑
え

な
が
ら
、
株
式
主
体
の
国
際
分
散
投
資
を
長
期
目
線
で
行

う
し
か
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 
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奈
良
公
園
の
鹿
に
は
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
な
り
昔
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
モ
ナ
コ
の
カ
ジ
ノ
に
１
９
９
５
〜
２
０
０

０
年
ま
で
、
毎
年
数
回
、
２
週
間
か
ら
１
ヶ
月
く
ら
い
訪
れ
て

い
ま
し
た
。
前
職
の
先
代
会
長
の
お
供
で
す
。
一
般
の
観
光
客

で
混
雑
す
る
表
の
カ
ジ
ノ
の
奥
に
Ｖ
Ｉ
Ｐ
対
応
の
小
さ
な
カ

ジ
ノ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
メ
イ
ン
の
参
加
者
が
時
期
に
よ
り

変
化
し
ま
す
。
ア
ラ
ブ
の
王
族
？
、
ロ
シ
ア
マ
フ
ィ
ア
？
、
テ

ン
ガ
ロ
ン
ハ
ッ
ト
の
大
柄
な
米
国
人
な
ど
。
特
に
、
ア
ラ
ブ
の

方
々
は
、
２
０
人
く
ら
い
の
団
体
で
、
い
く
つ
か
の
ル
ー
レ
ッ

ト
テ
ー
ブ
ル
を
ロ
ー
プ
を
張
り
占
拠
し
ま
す
。
全
員
「
ト
ー
ブ
」

と
い
う
民
族
衣
装
な
の
で
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。
石
油
価
格
が
大

き
く
上
が
っ
て
い
る
時
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。 

磯
野 

永
井 

哲 



基準価額と純資産総額の推移

ファンドにかかわる費用

運用管理費用
（信託報酬）

年率1.10％（税抜き1.0％）

組入れ投資信託証券も含めた実質的な負担 年率1.75±0.5％（税込/概算）

期間別騰落率（％）

1ヵ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年
5年

18.55%
10年

126.60%
設定来
121.55%

0.41% 8.17% 7.22% 6.50% 20.72%
(複利年率)

(3.46%）
(複利年率)

(8.52%）
(複利年率)
（8.03%）

（休業日の場合は翌営業日）

組み入れファンドTOP5
 基準価額の前月比

7月のマーケット概要
7月の注目材料の１つは、中旬に発表された米国消費者物価が総合で日本のCPIをも下回り、3.0%となったことが今後の米政策金利の引き

上げが7月で終わる可能性が高まったとマーケットが認識したことでした。それにより、NYダウが1987年以来の13連騰を記録するなど月末
にかけて楽観ムードが広まりました。
一方の日本株式は、為替がドル円で144円から138円の円高で推移したことなども影響し、日経平均は主に32,000～33,500円の高値圏のレ

ンジで終始しました。
また今月は最終週に日米欧の各中央銀行の政策金利発表がありました。米国は市場の予想通りFF金利を0.25%引き上げ、その後のパウエ

ル議長の会見で、今後の政策金利はインフレ次第と述べたものの、インフレ退治に自信を見せるような表現がありました。
一方で、市場の大方の予想に反したのが日銀の金融政策決定会合でした。長期金利上限0.5%を目途とし、市場動向次第で1％まで容認ス

タンスを変更しYCCの金利操作を柔軟化しました。同時に発表された展望レポートでは、日本の潜在成長率を「0% 台前半」と置いているこ
とから、今後日銀は非常にゆっくりとした正常化を想定していると考えます。
。

4

資産構成比率（組入ファンド全17本）（左：国別、右：ﾌｧﾝﾄﾞ別）

コドモファンド概況

基準価額 22,155円 信託期間 無期限

純資産総額 9,903百万円 決算日 毎年2月25日

設定日 2013年4月15日

Atlantis 0.13%

コムジェストEU -1.29%

モーラント 3.11%

コムジェスト
世界株式

-1.36%

SBIリバイブ 1.45%

（休業日の場合は翌営業日）

コドモファンド
変幻自在ずーっとおまかせ

【7月の運用コメント】
コドモファンドの基準価額は月間で+0.41％上昇となり、年初来の上昇率は、+12.4％となりました。モーラント・ライト・フジ・イールドが+3.1％、Trigon
が+7.1%、新規組み入れたベトナムETFが+5.9％と上昇した一方で、為替が6月対比で円高に推移し約1％の押し下げ要因となりました。
月間の売買は、先進国株式の比率を2％（欧州▲3%, 日本+1%）減少する一方で、新興国株式は+3.1％（東欧+1.6%, ベトナム +1.5%）、メタル資源を

+1.6%、ピクテ・ゴールド（ヘッジ付）を+3%増やしました。
8・9月は調整の可能性も視野に入れて、調整したところは日本株、新興国を中心に積み増しをしていきたいと考えます。
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その他
4.37%

現金など
9.64%



ファンドにかかわる費用

運用管理費用
（信託報酬）

年率0.99％（税抜き0.9％）

組入れ投資信託証券も含めた実質的な負担 年率1.65±0.5％（税込/概算）

コドモファンド・浪花おふくろファンドにかかわる共通のその他費用・手数料

信託財産に関する租税、投資対象とする投資信託証券の売買に発生する売買委託手数料及びその手数料に対する消費税相
当額等の費用、外貨建資産の保管等に要する費用は、お客さまの負担として、信託財産中から実費を負担します。

設定・運用・販売はクローバー・アセットマネジメント株式会社／金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第2727号
※比率は四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。

浪花おふくろファンド概況

基準価額 26,867円 信託期間 無期限

純資産総額 1,674百万円 決算日 毎年3月3日

設定日 2008年4月8日

浪花おふくろファンド
じっくりどっしり長期運用

【7月の運用コメント】
おふくろファンドの基準価額は月間で▲0.59%となり、年初来の上昇率は＋15.0％となりました。コムジェスト世界株式をはじめ外貨建

てファンドが、為替の円高の影響を受け、全体で1.6％の押し下げ要因となりました。
今後はマーケットの調整があれば、日本株式と新興国を中心に分散しながら積み増していきたいと考えます。

。

資産構成比率（組入ファンド全7本）（左：国別、右：ﾌｧﾝﾄﾞ別）

期間別騰落率（％）

1ヵ月 3ヶ月 6ヶ月 1年 3年
5年

24.44%
10年

128.99%
設定来
168.67%

-0.59% 8.86% 9.74% 10.30% 22.61%
(複利年率)

(4.47%)
(複利年率)

(8.63%)
(複利年率)

(6.66%）

（休業日の場合は翌営業日）
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基準価額と純資産総額の推移
組み入れファンドTOP5

 基準価額の前月比

コムジェスト世界
株式

-1.36%

SBIリバイブ 1.45%

カーディフ -0.47%

コムジェストEU -1.29%

コムジェストEM -0.28%
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☆
ク
ロ
ー
バ
ー
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら 

☆
ク
ロ
ー
バ
ー
長
期
投
資
セ
ミ
ナ
ー 

ク
ロ
ー
バ
ー
長
期
投
資
セ
ミ
ナ
ー
を
７
月
１
４
日
（
金
）
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。 

「
今
、
最
も
旬
な
割
安
日
本
株
フ
ァ
ン
ド
」
と
い
う
題
名
で
、
組
み

入
れ
フ
ァ
ン
ド
を
運
営
す
る
モ
ー
ラ
ン
ト
・
ラ
イ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
社
の
登
場
で
す
。
今
回
は
、
日
本
語
が
で
き
る
新
人
フ
ァ
ン
ド

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ニ
ッ
ク
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
、
全
体
の
進
行
を
私
（
磯
野
）
か
ら
、
弊
社
の
宇
野(

フ

ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
交
替
し
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
創
業
者
の
モ
ー
ラ
ン
ト
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。「
弊
社
は
１
９
９
９
年
に
創
業
し
ま
し
た
。
日
本
株
だ
け

に
特
化
し
た
デ
ィ
ー
プ
バ
リ
ュ
ー
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
で
す
。
」
堂
々
た

る
信
念
の
も
と
に
長
く
や
っ
て
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

「
経
験
豊
富
な
日
本
株
に
特
化
し
た
専
門
チ
ー
ム
が
運
用
し
、

組
み
入
れ
銘
柄
は
、
強
固
な
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
持
っ
た
低
Ｐ
Ｂ

Ｒ(
平
均
Ｐ
Ｂ
Ｒ
０
．
６
９)

の
会
社
で
す
。
現
在
保
有
銘
柄
は
５
５

社
、
内
需
系
、
中
小
型
株
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。(

ニ
ッ
ク)

」

こ
の
春
か
ら
、
日
本
株
に
注

目
が
集
ま
り
、
か
つ
、
東
証
か

ら
低
Ｐ
Ｂ
Ｒ
の
会
社
に
書
簡
が

送
ら
れ
る
な
ど
が
背
景
に
あ

り
、
ク
ロ
ー
バ
ー
は
、
昨
年
２

月
に
新
規
に
組
み
入
れ
、
今

年
に
入
っ
て
徐
々
に
組
み
入

れ
を
増
や
し
ま
し
た
が
、
絶

好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
ま

し
た
。 

「
東
証
の
意
向
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
活
動
の
活
発
化
も
あ
り
、

配
当
金
の
上
乗
せ
や
自
社
株
買
い
な
ど
の
株
主
還
元
の
増
加
に

よ
り
、
フ
ァ
ン
ド
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
継
続
的
に
改
善
し
て
い

ま
す
。
（
ニ
ッ
ク
）
」 

シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
い
説
明
が
、
少
し
な
ま
っ
た
日
本
語
で

な
さ
れ
、
ニ
ッ
ク
さ
ん
の
ま
じ
め
さ
が
、
か
え
っ
て
信
頼
で
き
る

感
じ
が
し
ま
し
た
。
今
後
の
フ
ァ
ン
ド
へ
の
期
待
が
、
さ
ら
に
高

ま
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。 

交
流
会
は
、
リ
ア
ル
参
加
者
２
名
と
ス
タ
ッ
フ
４
名
で
す
が
、「
面

白
か
っ
た
！
」「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
！
」
と
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

次
回
、
セ
ミ
ナ
ー
は
８
月
２
５
日
（
対
面
は
大
阪
）「
改
め
て
学

ぶ
長
期
投
資
と
運
用
会
社
の
役
割
」
と
題
し
て
、
コ
ム
ジ
ェ
ス
ト 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
Ｉ
Ｒ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
渡
邉
さ
ん
の
登
場
で

す
。
詳
し
く
は
本
誌
８
ペ
ー
ジ
の「
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 
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上記のQRコードから 2023年 7月 14 日セミ

ナーのアーカイブ動画をご覧いただけます。

※動画は 8月 31 日までの期間限定公開です。 

ファンドマネージャーのご紹介 

７月から新たに就任したコドモファンド、浪花おふくろファンドのファンドマネージャーをご紹介いたします。 

略歴 

１９８８年   富士銀行（現みずほ銀行）入行 

１９９８年   スイス富士銀行 課長 （スイス・チューリヒ駐在） 

２００４年   ドイツ銀行 プライベートバンキング部 Vice President 

２００５年   （有）宇野事務所設立。ファミリーオフィスの運用担当 

２００９年   LTM Advisory PTE代表（シンガポール滞在） 

２０１７年   帰国 個人投資家として活動（相場・トレードの研究） 

２０２０年   クローバー・アセットマネジメント（株）運用部 

２０２３年７月   同社 ファンドマネージャー（現任） 

はじめまして、この度ファンドマネージャーとして皆様の大切な資産の運用を担当させていただくこととなりました宇野隆一郎と申します。 

皆様の資産形成に少しでもお役に立てますよう誠心誠意尽くして参ります。どうぞ引き続き末永くご愛顧賜りますようお願い申し上げます。 

宇野 隆一郎 



 

 いつもコドモファンド、浪花おふくろファンドをご愛顧いただき、ありがとうございます。皆様には長らく「ク

ローバー」という名前に慣れ親しんでいただきましたが、１０月１日をもって「パリミキアセットマネジメント」

に社名変更することとなりました。 

 

 「クローバー・アセットマネジメント」は２０１０年に、「浪花おふくろ投信」、「かいたく投信」、「楽知ん投

信」の３社が合併して誕生しました。もともとこの３社は、さわかみ投信の澤上篤人さんの「運用者が目に見え

るご当地ファンドをつくろう」という呼びかけに賛同して２００８年にスタートした兄弟のような投信会社で

した。 

 一方、今回新しい名前に使用する「パリミキ」は、一部の皆様はメガネ店として既にご存じかもしれませんが、

創業者である故多根裕詞は、実はもう４０年も前から、海外での金融サービス体験から「いつか日本にも資産運

用が必要とされる時代が来る」と考え、真にお客様のための資産運用サービスの提供を模索していました。そん

な彼が、９０年代に入り、澤上さんとの歴史的な出会いを経て、彼の日本ではじめての独立系資産運用会社の理

念に共感し、さわかみ投信の立ち上げにも関わることになります。その後、２０１３年には苦境にあったクロー

バー・アセットマネジメント株式会社の再建を澤上さんから託され、新たにコドモファンドを立ち上げることに

なりました。なんで社名を「パリミキ」に？と思われる方もいらっしゃるでしょうが、このようにいろいろ長い

ご縁の歴史があるのです。 

 

 今後、新ＮＩＳＡの導入や恒常的なインフレ対策としても、資産運用への意識が大いにクローズアップする時

代となります。一方、新ＮＩＳＡの対応のための投資や経費の増大も見込まれ、皆様に安心して長期投資を実現

していただくためにも、しっかりとした「ブランディング」と「安定した経営基盤」が必要と考え、今回の決定

とさせていただきました。１０月１日の社名変更に引き続き、来年４月１日には株式もパリミキホールディング

ス傘下に移行し、上場会社の子会社として再スタートする予定です。 

 社名が変わっても「世界で一番お客様を幸せにするファンドでありたい」という思いは変わりません。むしろ、

パリミキの「第一にお客様とその未来のために」という経営理念のもと、さらにお客様のご満足を高めながら、

ご愛顧いただけるよう、全力を尽くす所存でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

「クローバー・アセットマネジメント株式会社」は 

「株式会社パリミキアセットマネジメント」に変わります 

クローバー・アセットマネジメント株式会社 

代表取締役社長 多根幹雄 
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セミナーのご案内 【お申込】０８００-５０００-９６８（通話料無料） または gyoumu@clover-am.co.jp

対面参加

対面：定員22名

「改めて学ぶ長期投資と運用会社の役割」 コムジェスト・アセットマネジメント社

参加費：無料

対面セミナー後の交流会

参加費：2,000円程度

パリミキ アメリカ村店2Ｆサロン
大阪府大阪市中央区西心斎橋2丁目10番30号
蔵人西心斎橋ビル2階

2023年
8月 25日（金）
18：30～20：00

ネット：定員30名

ネット参加

参加費：無料

開催日時

コムジェスト・アセットマネジメント株式会社

クローバーから大切なお知らせ

業務管理部からのお知らせ

【ご登録内容の変更はございませんか？】

ご転居等によりご住所、ご連絡先に変更はございませんか。

お取引に関する重要な書類や大切なお知らせなどがお届けできなくな
りますので、変更がございましたら、「登録事項の変更用紙」の用紙
を弊社ホームページ、マイページまたはお電話にてご請求の上、変更
手続きをお願いいたします。

なお、メールアドレスのご変更は、弊社ホームページ、マイページ
またはお電話でもお手続きが可能です。

※海外転勤等で日本非居住者となられるお客様※

海外転勤等で日本非居住者となられる場合、ご出国前までに所定の手
続きが必要となりますので、お早めにご連絡いただきますようお願い
いたします。

【毎月つみたてスケジュール】

次回引落日は、9月5日（火）

9月分金額変更・中止・再開締切日･･･ 8月23日（水）

10月分新規・口座変更締切日･･･ 9月1日（金）

※毎月つみたてサービスの金額変更・中止・再開については、お電
話・マイページ上（再開を除く）でも承っております。

ファンドにかかわるリスク

当ファンドは、値動きのある国内外の株式等に投資する投資信託
証券に投資しますので、基準価額はその影響を受け変動します。

投資信託は預貯金と異なり、投資元本が保証されているものでは
ありません。投資による利益および損失は、すべて受益者（投資
者）の皆様に帰属します。

基準価額の主な変動要因としては、価格変動リスク、信用リスク、
流動性リスク、為替変動リスク、カントリーリスク等があります。リス
クについての詳細は投資信託説明書（交付目論見書）をご覧くださ
い。

当資料のご利用にあたっての注意事項

■当資料はクローバー・アセットマネジメント株式会社が運用する
ファンドの運用状況をお知らせするために作成した資料であり、
金融商品取引法に基づく開示書類ではありません。取得の申込
みにあたっては、投資信託説明書（交付目論見書）等をお渡しし
ますので必ず内容をご確認の上、ご自身でご判断ください。

■当資料に記載された過去の実績は、将来の運用成果等を示唆
あるいは保証するものではありません。

■当資料は信頼できると考えられる情報に基づき作成されていま
すが、その正確性、完全性を保証するものではありません。

■当資料中に示された意見等は、作成日現在の当社の見解であ
り、事前の連絡なしに変更されることがあります。

■投資信託は、預金や保険契約と異なり、預金保険機構・保険契
約者保護機構の保護の対象ではありません。

■当社でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象
とはなりません。

■当資料中に示された数値は、作成基準日現在において入手可
能なデータを参照し、弊社にて計算しております。

ファンドにかかわる費用

当社が扱う投資信託に、購入・換金手数料および信託財産留保金
はありません。

クローバー・アセットマネジメント株式会社
（受付時間：平日9時～17時）

お客様専用通話料無料ダイヤル:0800-5000-968
E-mail: gyoumu@clover-am.co.jp

セミナー会場

対面参加

対面：定員22名 ネット：定員30名

「テクノロジーと人の調査力を融合し、グローバルな2倍銘柄を発掘」 2Xideas

参加費：無料

対面セミナー後の交流会

参加費：2,000円程度

東京スクエアガーデン6階 京橋環境ステーション研修室
東京都中央区京橋三丁目1番1号東京スクエアガーデン６階
京橋環境ステーション内
（クローバーオフィス向かい、１階がモンベルのビルです。）

2023年
9月 22日（金）
18：30～20：00

ネット参加

参加費：無料

開催日時

創業パートナー
ピーター・ウィック 氏

セミナー会場

〈大阪〉

〈東京〉

2Xideas
日本株アナリスト
内藤 眞実 氏

2Xideas

マーケティング＆IRマネージャー
渡邉 敬 氏
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